
学校番号 ３２３ 

平成 31 年度 国語科 

 

教科 国語 科目 現代文 B 単位数 ３単位 年次 ２年次 

使用教科書 第１学習社「現代文 B」 （現 B３３９） 

副教材等 「常用漢字必携パーフェクトクリア」（尚文出版） 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・２年生では現代文と古典とがそれぞれ別の教材を使用し、１年次よりも抽象的な題材の評論や 

深い主題の小説を扱います。幅広い国語の力を身に付けることを心がけましょう。 

・班での話し合い・文章記述・発表など、生徒主体の授業も取り入れます。課題に対して能動的に

取り組みましょう。 

・様々な文章を「読む能力」を向上させるとともに、コミュニケーションのための「話す・聞く能

力」や意思を伝えるための「書く能力」をしっかりと身に付けてください。 

・予習として必ず本文を読んでおきましょう。授業の後には内容を振り返って復習してください。 

・提出物の期限は守りましょう。定期考査は学習計画を立てて臨んでください。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 学習の到達目標 

近代以降の様々な文章の内容や主張を的確に理解し、適切に表現する能力を高める。 

同時に、事物への観点、認識、把握、思索を深め、進んで読書することによって国語の向上を図り、

人生を豊かにする感受性や思考力を育てる。 

 

 

３ 学習評価(評価規準と評価方法) 

観
点  

a:関心・意欲 ・態度  b:話す・聞く能力  c:書く能力  d:読む能力  e:知識・理解  

観
点
の
趣
旨  

国語で伝え合う力を

進んで高めるととも

に、言語文化に対する

関心を深め、国語を尊

重してその向上を図

ろうとする。  

目的や場に応じて効

果的に話し、的確に

聞き取ったり、話し

合ったりして、自分

の考えをまとめ、深

めている。  

相手や目的、意

図に応じた適切

な表現による文

章を書き、自分

の考えをまと

め、深めている。  

文章を的確に

読み取ったり、

目的に応じて

幅広く読んだ

りして、自分の

考えを深め、発

展させている。  

伝統的な言語

文化及び言葉

の特徴やきま

り、漢字などに

ついて理解し、

知識を身に付

けている。  

主
た
る
評
価
方
法  

行動の観察  

記述の点検  

（ノート、ワークシー

ト等）  

行動の観察  

（発表等のパフォー

マンスの評価）  

記述の確認及び

分析  

（ワークシー

ト、原稿用紙）  

記述の確認及

び分析（ワーク

シート）  

定期考査  

行動の観察  

記述の確認  

（ノート、ワー

クシート等）  

定期考査  

小テスト  

 

 

 



 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 

主な評価の観点 

単元（題材）の評価規準 評価方法 
a b c d 

 
ｅ 

１ １ 

評
論
１ 

自明性の罠から

の解放 

 ○ ○ ○  b:筆者の考える、世界のあり方を読み

取っている。 

c:本文の着眼の仕方や発想について、

自分の考えを文章にまとめている。 

d:幅広い物の見方を獲得出来ている  

bcd 

記述の課題確認と定期考査 

 

２ 

小
説
１ 

山月記  ○  ○  b:登場人物の性格、行動について的確

に読み取り、人間について考えを深め

ている。 

d:小説における「変身」の意味・位置

づけについて理解している。 

bd 

記述課題の確認と定期考査 

 

３ 

評
論
２ 

「である」ことと

「する」こと 

○ 

 

 ○   a: 現代の社会を論理的に分析し、批

判する力が身についている。 

c: 身近な所から問題点を見つけ、考

察する態度が身についている。 

 

a 

行動の観察と確認 

ｃ 

課題作文の提出と定期考査 

 

 

４ 

小
説
２ 

こころ ○ ○   ○ a:文学的文章から読み取ったを、観点

を明らかにしたり、根拠を示したりし

ながら述べるとともに、相手の話を的

確に聞き取っている。また、話し合い

をとおして作品より深く理解してい

る。 

b:登場人物の性格、行動について的確

に読み取り、人間について考えを深め

ている。 

e:正しく理解し、使いこなせる言葉の

数を増やしている。  

 

a 

行動の観察 

定期考査 

b 

記述課題の確認と定期考査 

e 

課題プリントの提出 

２ ５ 

評
論
３ 

手の変幻   ○ ○  筆者の考える、芸術のあり方を読み取

っている。 

c:本文の着眼の仕方や発想について、

自分の考えを文章にまとめている。 

d:逆説的な表現の持つ効果について

理解している。 

d 

記述課題の確認と定期考査 

 

６ 

小
説 

３ 

タオル ○ ○    a:内容を読み取ろうと文章に向き合

い、本文を読み込んでいる。 

b:小説の主題に対して解釈や感想な

どを積極的に記述できている。 

a 

行動の観察 

b 

記述課題の確認と定期考査 



 

※ 表中の観点について a:関心・意欲・態度  b:話す・聞く能力   c:書く能力 

d:読む能力       e:知識・理解  

 

※ 原則として一つの単元（題材）で全ての観点について評価することとなるが、学習内容（小単

元）の各項目において重点的に評価を行う観点（もしくは重み付けを行う観点）について○を

付けている。 

 

７ 

評
論
４ 

働かないアリに

意義がある 

 ○  ○  b: 具体例と主張の関連を正しく把握

し、筆者の主張を正確に読み取ってい

る。 

d: 段落毎の要旨をまとめ、全体の流

れを正確に把握し、高度な評論文を読

解できている。 

 

 

a 

課題の確認と定期考査 

ｃ 

ワークシートの確認と定期考

査 

 

３ ８ 

随
想 

写真の持つ力 ○  ○   a:筆者の体験から導き出された深い

洞察を読み取り、新たな視点を獲得し

ている C：要旨を把握し、筆者の意見

を読み取った上で自分の意見を書け

ている。 

a 

行動の観察 

b 

記述課題の確認と定期考査 

 

９ 

評
論 

５ 

未来世代への

責任 

 ○ ○   b:未来についての筆者の意見と主張

を正しく解釈できている。 

c:文中の内容を身近な例に落とし込

み評論を正しく解釈できている。 

 

 

１０ 

詩
歌 

永訣の朝 

足と心 

○ ○    a:詩歌の音を味わい、情景を想像しよ

うとしている。 

b:感じたことや心に浮かぶ情景を他

人と共有できるよう表現を工夫して

いる。 

 

 

 

a 

行動の観察 

b 

記述課題の確認と定期考査 


